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※天候等の状況により架設日時及び実施内容が変わることがあります。

※荒天の場合には、中止することがあります。

１／３

※訓練は全て公開で実施します。作業中の撮影は可能です。

お知らせ

合同庁舎記者クラブ

広島県政記者クラブ

中国地方建設記者クラブ

問い合わせ先

           中国地方整備局　中国技術事務所

応急組立橋の組立・解体訓練の
見学会を実施します。

※取材の申し入れは、事前に問い合わせ先まで連絡いただきますようお願いします。

【応急組立橋の組立・解体訓練】

○見学会実施日： 平成２７年 ３月 ６日（金） １３：３０～１７：００

○実施場所： 中国技術事務所 構内

○実施内容（予定） ： 主構（４ｍ）部の組立

○訓練の内容： 河川に架かる橋梁（L＝４０ｍ）が災害等により被災した

場合を想定し、その復旧支援として当事務所が所有する

応急組立橋の組立・解体 L＝２４ｍ（車道部、歩道部）の

訓練を行います。

応急組立橋 Ｌ＝２４ｍ（組立てる橋梁の長さ）

※主要機械：６０ｔラフタ－クレ－ン

○訓練全体スケジュ－ル

２月２７日（金）～３月 ５日（木） 取付桁部・主構（８ｍ）部 組立

３月 ６日（金） 主構（４ｍ）部 組立

３月 ９日（月） 高力ボルト締付、組立完成

３月１０日（火）～３月１１日（水） 完成した応急組立橋の展示

３月１２日（木）～３月２０日（金） 解体

中国技術事務所



２／３

応急組⽴橋は、橋梁の破損、河川・道路の決壊時等の災害時に交通路を早急に確保する場合に

使⽤します。主間⻑は、主構８ｍと４ｍの組合せにより、現地に応じてL＝１６ｍ〜４０ｍの

７タイプ（１６ｍ、２０ｍ、２４ｍ、２８ｍ、３２ｍ、３６ｍ、４０ｍ）での架設が可能です。

※ 応急組⽴橋について

中国技術事務所
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今回の応急組⽴橋 組⽴・解体訓練Ｌ＝２４ｍ

３月６日 実施内容（予定）

13:30〜14:00 主構組⽴

14:00〜14:30 床桁、⽀材組⽴

14:30〜15:00 横構組⽴

15:00〜15:30 覆⼯板組⽴

15:30〜17:00 地覆、⾼欄組⽴

17:00〜17:30 ガードレール組⽴

３月６日
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中国技術事務所

駐車場

日本製鋼所広島

実施場所

バスの場合

バスの場合バスの場合

バスの場合

広島駅12番乗り場から

海田市方面行き（約20分乗車）

入川バス停下車 東へ徒歩５分

ＪＲの場合

ＪＲの場合ＪＲの場合

ＪＲの場合

広島駅から 山陽本線(上り）

または

呉線（上り）

（約10分乗車）

ＪＲ海田市下車 西へ徒歩15分

アクセス方法

アクセス方法アクセス方法

アクセス方法

平成２１年７⽉中国・九州北部豪

雨災害（防府市土砂災害）の影響

により寸断された国道２６２号に

応急組⽴橋（Ｌ＝３６ｍ）を架設

※参考 活動実績

主構架設

床桁設置

※参考 今回の訓練に使用する部材等


